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請
願
第
１
号

憩
の
家
か
や
沼
の
改
築
改
修
に
関
す
る
請
願
に

つ
い
て
（
総
務
経
済
委
員
会
審
査
報
告
）

　

総
務
経
済
委
員
会
よ
り
請
願
に
つ
い
て
採
択

す
べ
き
も
の
と
報
告
が
あ
り
、
議
会
に
て
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
７
号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
標
茶
町
一
般
会
計
補
正
予
算
を

総
額
１
４
７
億
５
，
８
５
２
万
９
千
円
（
３
億

７
，
５
３
３
万
７
千
円
の
減
額
）
と
す
る
。

報
告
第
８
号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
標
茶
町
国
民
健
康
保
険
事
業
事

業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
を
総
額
11
億
３
，

９
９
４
万
６
千
円
（
２
，１
２
１
千
円
の
追
加
）

と
す
る
。

議
案
第
42
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

契
約
内
容　

令
和
３
年
度
川
上
団
地
町
営
住

宅
K
ー
５
号
棟
住
環
境
改
善
事
業
建
築
主
体
工
事

　

契
約
金
額　

１
億
２
，
２
１
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方　

有
限
会
社　

丸
ホ
星
工
務

店
　

広
報
特
別
委
員
会
調
査
報
告

委
員
会
所
見　

　

議
事
公
開
の
原
則
に
基
づ
き
、
議
会
が
そ
の

運
営
や
活
動
の
実
態
を
わ
か
り
や
す
く
住
民
に

知
ら
せ
て
い
く
と
い
う
義
務
の
一
端
を
果
た
す

よ
う
努
め
た
。

　

編
集
で
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や
見
出
し
、
写
真

な
ど
で
工
夫
し
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
や
用
語

の
使
い
方
、
解
説
な
ど
住
民
目
線
で
の
広
報
づ

く
り
を
心
掛
け
た
。

　

総
括
質
疑
は
、
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と

が
多
く
、
短
い
言
葉
で
ま
と
め
る
の
は
困
難
で

あ
り
、
以
前
の
よ
う
に
質
疑
・
答
弁
共
に
原
稿

用
紙
１
枚
ず
つ
に
し
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え

る
。

第二回定例会

補
正
予
算
可
決

補
正
予
算
可
決

補
正
予
算
可
決

令
和
三
年
・
第
二
回
定
例
会

121億9,586万7千円
　（4,118万9千円を追加）

令和３年度

標茶町一般会計補正予算

8億5,450万円（84万9千円を追加）

令和３年度

標茶町介護保険事業
　　　特別会計補正予算

報　

告

報　

告

報　

告

議　

案

議　

案

議　

案

議　

案
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議
案
第
43
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

財
産
の
種
類
、
数
量　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
情
報
機
器
端
末
及
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア　

３
０
０
台

　

取
得
予
定
金
額　

１
，
２
５
０
万
７
千
円

　

取
得
の
相
手
方　

大
丸
株
式
会
社

議
案
第
44
号

車
両
の
取
得
に
つ
い
て

　

車
両
の
名
称
及
び
数
量　

給
食
配
送
車

両　

そ
の
１　

１
台

　

規
格
及
び
型
式　

ト
ヨ
タ
ダ
イ
ナ
（
Ｘ

Ｚ
Ｕ
６
８
５
ー
Ｔ
Ｑ
Ｍ
Ｍ
Ｘ
３
）

　

取
得
価
格　

９
２
９
万
７
千
２
２
１
円

　

取
得
の
相
手
方　

有
限
会
社　

菊
地
自

動
車
整
備

議
案
第
45
号

車
両
の
取
得
に
つ
い
て

　

車
両
の
名
称
及
び
数
量　

給
食
配
送
車

両　

そ
の
２　

１
台

　

規
格
及
び
型
式　

ト
ヨ
タ
ダ
イ
ナ
（
Ｘ

Ｚ
Ｕ
６
８
５
ー
Ｔ
Ｑ
Ｍ
Ｍ
Ｘ
３
）

　

取
得
価
格　

９
２
８
万
６
千
２
２
１
円

　

取
得
の
相
手
方　

釧
路
ト
ヨ
タ
自
動
車

株
式
会
社
標
茶
店

議
案
第
46
号

車
両
の
取
得
に
つ
い
て

　

車
両
の
名
称
及
び
数
量　

給
食
配
送
車

両　

そ
の
３
」　

１
台

　

規
格
及
び
型
式　

ト
ヨ
タ
ダ
イ
ナ
（
Ｘ

Ｚ
Ｕ
６
８
５
ー
Ｔ
Ｑ
Ｍ
Ｍ
Ｘ
３
）

　

取
得
価
格　

９
２
６
万
４
千
２
２
１
円

　

取
得
の
相
手
方　

有
限
会
社　

小
林
自

動
車
整
備
工
場

選
任
第
３
号

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

広
報
委
員
会

　

渡
邊
委
員
、
長
尾
委
員
、
松
下
委
員
、

熊
谷
委
員
、
本
多
委
員
、
鴻
池
委
員

議
案
第
47
号

標
茶
町
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

町
営
住
宅
入
居
選
考
の
文
言
整
理
を
し

ま
し
た
。

議
案
第
48
号

標
茶
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

基
礎
課
税
額
分
の
所
得
割
額
な
ど
の
改

正
を
し
ま
し
た
。

一般質問

条
例
の
一
部
改
定

条
例
の
一
部
改
定

条
例
の
一
部
改
定

町
政
を
問
うう

一 般 質 問
災害備蓄品の有効利用について 鴻池  智子  

議員

町　長 　ローリングストックの手法で有効活用を図る
問

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

　
　
　
　
　
　

拡
大
に
よ
り
、
生
活
が
困

　
　
　
　
　
　

窮
さ
れ
て
い
る
人
達
へ
の

　
　
　
　
　
　

支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　

国
を
は
じ
め
、
各
自
治
体

　
　
　
　
　
　

に
よ
っ
て
様
々
な
政
策
が

　
　
　
　
　
　

う
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
災
害

　
　
　
　
　
　

備
蓄
品
の
無
料
配
布
を
進

　
　
　
　
　
　

め
て
い
る
こ
と
が
報
道
さ

　
　
　
　
　
　

れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も

　
　
　
　
　
　

経
済
的
な
家
庭
環
境
等
の

　
　
　
　
　
　

理
由
に
よ
り
、
女
性
の
生

　
　
　
　
　
　

理
用
品
の
購
入
が
難
し
い

　
　
　
　
　
　

と
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ

　
　
　
　
　
　

り
、
実
際
に
困
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　

人
が
い
る
事
が
わ
か
り
ま

　
　
　
　
　
　

し
た
。
そ
こ
で
、
町
で
管

　
　
　
　
　
　

理
し
て
い
る
備
蓄
品
の
う

　
　
　
　
　
　

ち
更
新
予
定
が
あ
り
、
使

　
　
　
　
　
　

用
期
限
な
ど
が
近
づ
い
た

　
　
　
　
　
　

生
理
用
品
を
一
人
親
家
庭

の
中
に
、
女
の
子
が
い
る
世
帯
を
対
象
に

無
償
配
布
し
た
り
、
小
・
中
・
高
校
の
保

健
室
に
置
く
等
の
有
効
利
用
が
可
能
か
伺

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部

分
の
問
題
は
当
事
者
か
ら
は
、
な
か
な
か

Ｓ
Ｏ
Ｓ
は
発
信
し
づ
ら
い
も
の
で
す
。
外

か
ら
は
解
ら
な
い
見
え
に
く
い
部
分
へ
の

支
援
と
い
う
も
の
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
る
が
こ
の
点
に
つ
い
て
町
と
し
て

の
考
え
を
伺
う
。

標茶町防災備蓄センター
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本
町
に
は
川
が
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　

春
先
の
雪
解
け
水
、

　
　
　
　
　
　

降
雨
に
よ
り
土
手
な
ど
が

　
　
　
　
　
　

崩
れ
河
川
に
流
れ
込
む
箇

　
　
　
　
　
　

所
が
見
ら
れ
る
が
、
実
態

　
　
　
　
　
　

の
調
査
等
は
し
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　

あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

虹
別
で
は
下
流
に
は
、

　
　
　
　
　
　

孵
化
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
な

　
　
　
　
　
　

ど
の
施
設
が
あ
り
影
響
が

　
　
　
　
　
　

出
る
可
能
性
が
あ
る
と
考

　
　
　
　
　
　

え
る
が
ど
う
か
。
シ
ュ
ワ

　
　
　
　
　
　

ン
ベ
ツ
ダ
ム
、
オ
ー
ト
キ

　
　
　
　
　
　

ャ
ン
プ
場
が
あ
る
が
、
湖

　
　
　
　
　
　

底
に
土
砂
が
た
ま
り
続
け

　
　
　
　
　
　

て
い
る
状
況
が
あ
り
、
い

　
　
　
　
　
　

ず
れ
は
キ
ャ
ン
プ
場
に
大

　
　
　
　
　
　

変
な
痛
手
と
な
り
環
境
悪

　
　
　
　
　
　

化
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

被
害
を
防
ぐ
に
は
、
河

　
　
　
　
　
　

川
敷
地
の
確
保
、
植
林
な

　
　
　
　
　
　

ど
も
考
え
ら
れ
る
が
ど
う

　
　
　
　
　
　

か
。

　

１
団
地
の
面
積
が
広
大
な
草
地
面
積
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
草
地
か
ら
低

み
に
水
が
一
気
に
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う

現
象
が
み
ら
れ
る
。
小
川
の
橋
が
一
気
に

流
さ
れ
て
し
ま
う
実
態
も
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
河
川
は
、
地
図
に
落
と

し
て
お
く
と
い
う
作
業
は
し
て
い
る
か
。

昨
今
の
異
常
気
象
か
ら
、
想
定
さ
れ
る
被

害
と
対
策
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

橋
梁
点
検
や
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の

　
　

目
視
点
検
、
近
隣
地
域
住
民
か
ら
の

情
報
提
供
な
ど
に
よ
っ
て
現
地
確
認
を

行
っ
て
い
る
。
シ
ュ
ワ
ン
ベ
ツ
ダ
ム
の
土

砂
だ
ま
り
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
を
開
け
る

方
法
も
あ
る
が
、
土
砂
が
大
量
に
流
出
す

る
こ
と
も
あ
り
下
流
域
の
漁
業
関
係
者
の

理
解
が
必
要
。
河
道
が
変
化
す
る
こ
と
か

ら
積
極
的
に
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
広
い
意
味
で
河
畔
林
と
し
て
の
植

樹
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
地
図
落
と
し
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
地
元
関
係
者
や
関
係

機
関
と
協
議
し
河
畔
林
な
ど
の
緩
衝
帯
の

設
置
も
含
め
た
対
策
に
配
慮
し
て
い
き
た

い
。

　
　

災
害
備
蓄
品
の
無
償
提
供
に
つ
い
て

　
　

は
、
缶
入
り
パ
ン
は
例
年
９
月
１
日

の
防
災
の
日
に
合
わ
せ
て
学
校
給
食
の
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
し
て
い
る
ほ
か
防
災

訓
練
や
研
修
会
の
際
な
ど
に
試
食
と
し
て

提
供
、
液
体
ミ
ル
ク
に
つ
い
て
は
保
育
園

ま
た
福
祉
担
当
に
提
供
す
る
な
ど
ロ
ー
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
ク
の
手
法
で
有
効
活
用
を

図
っ
て
い
く
。
衛
生
資
材
に
つ
い
て
は

メ
ー
カ
ー
推
奨
期
限
な
ど
注
意
し
な
が
ら

廃
棄
す
る
こ
と
な
く
必
要
と
さ
れ
る
方
に

届
く
仕
組
み
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　

国
連
が
掲
げ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標

　
　

の
一
つ
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
国
際
的
に
見
て
も

日
本
は
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

２
０
０
３
年
に
政
府
は
「
２
０
２
０
年
ま

で
に
指
導
的
地
位
の
女
性
比
率
を
30
％

に
」
と
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
達
成
困
難

と
な
り
、
昨
年
に
は
「
２
０
２
０
年
代
の

可
能
な
限
り
早
期
に
30
％
程
度
」
と
目
標

を
先
送
り
し
た
。
そ
こ
で
、
本
町
に
お
い

て
の
女
性
の
指
導
的
地
位
に
つ
い
て
い
る

人
は
何
名
中
何
名
で
、
そ
の
比
率
は
何
％

に
な
っ
て
い
る
か
を
伺
う
。

　
　

本
町
は
こ
れ
ま
で
各
期
の
総
合
計
画

　
　

で
男
女
共
同
参
画
の
促
進
を
掲
げ
審

議
会
や
委
員
会
、
委
員
へ
の
積
極
的
な
女

性
の
参
加
を
進
め
女
性
団
体
の
主
体
的
な

活
動
の
促
進
や
支
援
に
努
め
て
い
る
。
本

町
職
員
、
常
勤
職
２
６
５
名
中
、
指
導
的

地
位
の
職
を
、
課
長
補
佐
職
ま
た
は
そ
の

担
当
職
と
し
た
場
合
、
該
当
者
45
名
の
う

ち
13
名
が
女
性
で
、そ
の
比
率
は
28
．９
％

と
な
っ
て
い
る
。

一般質問

鴻
池　

智
子
議
員

「
女
性
の
地
位
向
上
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」

問

答

答

雪解け時大雨等により下流施設等の水害環境汚染を防ぐ手立てを 渡邊 定之               
議員

町　長 　地元や関係機関と協議し対策について配慮したい

答

問

シュワンベツダム
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こ
れ
か
ら
の
町
立
病

　
　
　
　
　
　
　
　

院
の
運
営
体
制
を
ど

　
　
　
　
　
　

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

　
　
　
　
　
　

伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
内
科
医
２
名
、

　
　
　
　
　
　

外
科
医
は
１
週
間
交
代
で

　
　
　
　
　
　

勤
務
さ
れ
、
婦
人
科
に
つ

　
　
　
　
　
　

い
て
は
月
１
回
、
小
児
科

　
　
　
　
　
　

は
週
１
回
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

残
念
な
が
ら
せ
っ
か
く
来

　
　
　
　
　
　

て
い
た
だ
い
た
女
性
医
師

　
　
　
　
　
　

は
１
年
で
退
職
さ
れ
、
ま

　
　
　
　
　
　

た
、
着
任
さ
れ
た
小
児
科

　
　
　
　
　
　

の
先
生
に
つ
い
て
も
突
然

　
　
　
　
　
　

逝
去
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

医
師
の
確
保
は
非
常
に

　
　
　
　
　
　

厳
し
い
と
聞
い
て
い
る
が

　
　
　
　
　
　

今
後
の
体
制
に
つ
い
て
伺

　
　
　
　
　
　

う
。
ま
た
、
以
前
に
も
同

　
　
　
　
　
　

様
の
話
を
し
た
が
、
本
町

　
　
　
　
　
　

に
は
高
齢
者
が
多
く
眼
科
、

　
　
　
　
　
　

整
形
外
科
の
要
望
も
多
い

　
　
　
　
　
　

こ
と
か
ら
医
師
確
保
の
努

力
を
す
べ
き
。

　

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
町
立
病
院
の
第

２
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
雨
が
降
る
た
び

に
悪
路
に
な
る
こ
と
か
ら
苦
情
を
聞
く
機

会
が
非
常
に
多
い
。
舗
装
に
す
る
か
、
最

低
で
も
砂
利
を
敷
く
な
ど
整
備
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
役
場
庁
舎
内
に

は
、
自
動
の
体
温
計
が
２
台
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
町
立
病
院
で
は
体
温
を
確
認
す

る
場
合
に
本
人
の
自
己
申
告
を
信
じ
る

か
、
測
っ
て
い
な
い
人
が
い
る
場
合
に
は

手
動
で
確
認
し
て
い
る
。
病
院
に
も
役
場

庁
舎
内
に
設
置
し
て
い
る
よ
う
な
自
動
体

温
計
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

　
　

今
後
の
診
療
体
制
は
医
師
派
遣
を
頂

　
　

く
関
係
大
学
に
引
き
続
き
派
遣
の
継

続
を
要
請
し
、
現
在
の
診
療
科
を
維
持
し

て
い
く
。

　

常
勤
医
師
の
確
保
に
向
け
て
は
各
種
組

織
を
活
用
し
内
科
医
１
名
の
採
用
を
目
指

す
。
眼
科
・
整
形
外
科
医
は
診
療
科
目
に

か
か
わ
ら
ず
医
師
確
保
が
非
常
に
困
難
な

状
況
下
に
あ
る
が
引
き
続
き
努
力
し
て
い

く
。

　

駐
車
場
の
整
備
は
当
面
部
分
的
に
砂
利

を
敷
く
な
ど
応
急
的
な
対
応
で
管
理
を
進

め
る
。

　

病
院
の
自
動
体
温
計
設
置
は
試
験
的
に

設
置
し
運
用
方
法
を
検
討
し
て
判
断
し
て

い
き
た
い
。

町立病院の運営について 後藤  　勲               
議員

町　長 　医師確保に引き続き努力する

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

　
　

て
、
ど
の
よ
う
な
苦
情
が
ど
の
程
度

来
て
い
る
か
。

　

厚
生
労
働
省
の
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
予
約
で
大
変
な
混
乱
が
生
じ

た
。
今
後
、
今
回
の
教
訓
を
活
か
し
て
方

法
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

高
齢
者
施
設
等
に
従
事
し
て
い
る
人

や
、
訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
等
の
優
先
順
位
を
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
一
人
暮
ら
し
で
仕
事
の
関
係

上
、
電
話
申
し
込
み
が
困
難
な
人
の
手
立

て
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

苦
情
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
指
摘

　
　

の
よ
う
に
一
部
に
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
状
況
に
あ
る
が
、
抜
本
的
な
解
決

に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
だ
。
介
護
従
事

者
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
接
種
順
位

は
当
初
一
般
と
同
じ
順
位
だ
っ
た
が
、
現

在
は
基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
た
ち
と
同
じ

順
位
と
な
っ
て
い
る
。
一
日
で
も
早
く
接

種
を
希
望
す
る
町
民
の
接
種
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

答

渡
邊　

定
之
議
員

答

一般質問

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
町
民
の
苦
情

と
要
望
に
応
え
る
べ
き
で

は
な
い
か

問

問
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生活困窮時に国保税の減免を 深見  　迪    
議員

町　長 　本町の取扱い要綱に基づき実施していきたい

　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
は
、
国
保
の

　
　
　
　
　
　
　
　

都
道
府
県
単
位
化
の

　
　
　
　
　
　

一
環
と
し
て
、
一
部
負
担

　
　
　
　
　
　

金
減
免
制
度
の
標
準
例
を

　
　
　
　
　
　

市
町
村
に
公
表
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

一
般
的
に
国
保
税
は
住

　
　
　
　
　
　

民
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い

　
　
　
　
　
　

る
。
そ
の
た
め
、
経
済
的

　
　
　
　
　
　

理
由
で
受
診
が
遅
れ
る
事

　
　
　
　
　
　

態
も
想
像
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

生
活
が
困
窮
し
て
き
た

　
　
　
　
　
　

場
合
国
保
税
の
減
免
を
す

　
　
　
　
　
　

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
市
町
村
で
、
こ

　
　
　
　
　
　

の
標
準
例
に
基
づ
い
て
基

　
　
　
　
　
　

準
の
見
直
し
作
業
が
行
わ

　
　
　
　
　
　

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
新

　
　
　
　
　
　

た
に
減
免
の
基
準
を
増
や

　
　
　
　
　
　

し
た
項
目
は
な
い
か
。
減

　
　
　
　
　
　

免
は
前
年
度
と
比
較
し
て

　
　
　
　
　
　

の
収
入
減
が
対
象
と
な
っ

　
　
　
　
　
　

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は

　
　
　
　
　
　

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
国
保
法
第
44
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る

一
部
負
担
金
減
免
制
度
は
、
具
体
的
に
は

市
町
村
が
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
が
町
長
の
所
見
は
ど
う
か
。

　

厚
生
労
働
省
は
高
す
ぎ
る
国
保
税
に
対

し
て
令
和
４
年
度
か
ら
未
就
学
児
の
均
等

割
を
50
％
軽
減
す
る
方
針
を
決
め
た
。
こ

れ
を
機
会
に
町
独
自
の
更
な
る
軽
減
策
を

講
じ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

生
活
が
困
窮
し
た
場
合
の
国
保
税
の

　
　

減
免
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
国

保
税
の
一
定
額
が
減
免
さ
れ
る
。
又
、
こ

れ
に
加
え
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
収
入
減
に
つ
い
て
も
減
免

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。現
在
、

新
た
に
減
免
基
準
を
増
や
す
項
目
は
考
え

て
い
な
い
。
減
免
は
市
町
村
が
決
め
る
こ

と
が
で
き
る
が
北
海
道
や
他
市
町
村
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

　

未
就
学
児
の
均
等
割
50
％
軽
減
の
更
な

る
軽
減
策
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

　
　

犬
の
所
有
者
は
、
そ
の
犬
を
取
得
し

　
　

た
場
合
に
生
涯
１
回
の
登
録
を
行

い
、
毎
年
１
回
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受

け
る
こ
と
が
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
町
に
お
い
て
何
頭

く
ら
い
が
接
種
を
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

接
種
を
し
て
い
な
い
犬
の
数
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。把
握
を
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、

登
録
を
し
て
も
ら
い
接
種
し
て
も
ら
う
た

め
の
対
応
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

近
年
、
野
犬
の
被
害
が
な
い
と
感
じ
て

い
る
が
町
内
の
農
家
等
か
ら
の
報
告
等
は

な
い
か
。

　
　

令
和
２
年
度
末
現
在
の
登
録
頭
数

　
　

は
６
２
１
頭
、
接
種
済
頭
４
９
６

頭
、
接
種
率
は
79
．
87
％
で
あ
り
、
未
接

種
頭
数
１
２
５
頭
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　

接
種
喚
起
は
４
月
下
旬
に
所
有
者
に
発

送
す
る
予
防
注
射
済
書
の
裏
面
に
、
５
・

６
月
広
報
に
折
り
込
み
チ
ラ
シ
に
お
い
て

予
防
接
種
・
登
録
の
義
務
付
け
を
周
知
し

て
い
る
。

　

野
犬
に
よ
る
家
畜
や
人
に
対
す
る
被
害

は
近
年
受
け
て
い
な
い
。
牛
舎
や
家
の
周

り
を
徘
徊
し
て
い
る
連
絡
は
あ
り
、
檻
を

設
置
し
保
護
に
努
め
て
い
る
。

答

問

答

一般質問

後
藤　
　

勲
議
員

問

狂
犬
病
予
防
ワ
ク
チ
ン
は

ど
の
程
度
実
施
さ
れ
て
い

る
の
か
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国
は
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
を
22

　
　

億
円
の
予
算
を
計
上
し
て
進
め
て
い

る
が
、
本
町
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入

に
つ
い
て
方
針
を
聞
く
。

　

文
部
科
学
省
の
検
討
会
議
で
の
最
終
報

告
で
は
、「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
無
償
措

置
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
直
ち
に
は
困

難
」
と
し
、
義
務
教
育
で
も
保
護
者
の
負

担
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
べ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
得
る
か
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
知
識
や
能
力
が
身

に
つ
か
な
い
こ
と
や
、
教
師
の
更
な
る
負

担
な
ど
心
配
な
点
は
な
い
か
。

　
　

文
科
省
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
、

　
　

小
学
校
用
で
は
、
２
０
２
４
年
度
を

最
初
の
契
機
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
そ

の
実
証
的
な
検
証
と
し
て
、
令
和
３
年

５
月
現
在
、
全
国
の
小
中
合
わ
せ
て
約

１
万
２
，
１
０
０
校
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

を
提
供
、本
町
に
お
い
て
は
小
学
校
３
校
、

中
学
校
２
校
で
取
り
組
む
。

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
有
償
は
あ
り
得
な

い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
知
識
や
能
力
が
身
に
つ
か
な
い

こ
と
へ
の
危
惧
や
教
師
の
更
な
る
負
担
等

に
つ
い
て
は
、
指
摘
の
心
配
が
無
い
よ
う

努
め
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
影
響
で
生

　
　

活
が
以
前
よ
り
困
窮
し
て
き
た
住
民

に
つ
い
て
、
把
握
し
て
い
る
実
態
等
知
り

う
る
情
報
に
つ
い
て
聞
く
。

　

こ
の
様
な
住
民
に
対
す
る
生
活
支
援
制

度
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。
緊
急

小
口
資
金
、
総
合
支
援
資
金
、
就
学
援
助

な
ど
年
度
途
中
で
も
家
計
が
急
変
し
た
場

合
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　
　

事
業
主
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
　

や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
に
よ
り
苦
し

さ
は
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
困
窮
さ
れ

る
住
民
に
つ
い
て
は
担
当
窓
口
へ
の
相
談

が
数
件
あ
っ
た
。　
　

　

個
人
に
対
す
る
支
援
制
度
に
つ
い
て
は

社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
と
な
り
、
随
時

相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。
又
、
年
度
途

中
で
家
計
が
急
変
し
た
場
合
の
就
学
援
助

は
、
年
度
途
中
か
ら
で
も
申
請
し
支
援
を

受
け
ら
れ
る
。

　

商
工
業
者
、
飲
食
店
，
ア
ウ
ト
ド
ア
事

業
者
、
宿
泊
施
設
等
紹
介
を
含
め
様
々
な

支
援
策
を
実
施
し
て
い
る
。
又
、
商
工
会

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
お
買
物
商
品
券
の
発

行
を
今
年
度
も
予
定
し
て
い
る
。

　
　

２
０
１
９
年
に
「
ア
イ
ヌ
推
進
法
」

　
　

が
成
立
し
た
。
そ
の
中
で
、
市
町
村

は
「
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
」
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
事
業
に
よ
り
多
額
な
予
算
も
国
か
ら

交
付
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の
歴
史
も
、
ア

イ
ヌ
の
人
た
ち
が
築
き
あ
げ
て
き
た
生
活

や
文
化
と
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
な
い
。

本
町
も
「
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
」

を
作
成
し
、
積
極
的
に
ア
イ
ヌ
文
化
の
保

存
・
伝
承
・
振
興
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
価
値

向
上
、
知
的
財
産
の
保
護
管
理
な
ど
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

一般質問

有
償
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

導
入
は
あ
り
得
な
い

深
見　
　

迪
議
員

問

標茶小学校

問答

新
型
コ
ロ
ナ
支
援
策
に
つ
い

て
、
本
町
で
使
え
る
制
度
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か

深
見　
　

迪
議
員

問

答

深
見　
　

迪
議
員

本
町
に
お
け
る
「
ア
イ
ヌ

施
策
推
進
地
域
計
画
」
は
、

作
成
さ
れ
て
い
る
か

テイクアウト

応援します！

♯しべちゃエール飯

応援していただける皆さまへ

標茶町飲食店 テイクアウト・デリバリー 提供店

※テイクアウトまたはデリバリーを行ったメニューを
撮影し、「♯しべちゃエール飯」とハッシュタグをつけ
て、個 人 の SNS（Instagram,Facebook,Twitter）
で投稿してください。また積極的に「♯しべちゃエー
ル飯」のハッシュタグのついた投稿を拡散し、飲食店
を応援してください。　　　　　　　　

標茶町役場　観光商工課

プレッツェモーロ ■ テイクアウト  ○
■ デリバリー　  ×

℡ 015‒487‒4470
住 塘路原野北 8－52－9

営 11：00～14：00/17：00～19：00
休 水曜日

容器代１品１００円いただきます。
混雑時はご希望に添えない場合がございます。
申し訳ございません。

【おすすめ】
パスタ 各種 ￥８１０～　ピザ ￥８６０～
おすすめは阿寒ポークパスタ ￥１０５０　 

■ テイクアウト  ○
■ デリバリー　  ×

℡ 015‒485‒2726
住 旭４‒７‒9

営 11：00～14：00
休 土日以外に月に２,３回お休みすることがあります。

テイクアウトは前日 14:00 までのご予約で
お願い致します。数量要相談。
その他のメニューも対応可能です。
【おすすめ】
（ピザ３種）
シーフードピザ、テリヤキチキン、
生ハムピザ（各￥９００） 

■ テイクアウト  ○
■ デリバリー     ○

℡ 015‒485‒2517
住 旭１－３－２

営 11：00～16：00
休 木曜日

出前は一人前からは別途１００円。
２人前から無料。
【おすすめ】
カレーライス ￥６５０
オムライス ￥８３０　天丼 ￥９３０
かつ丼 ￥８８０　豚丼 ￥８８０

江戸天食堂

■ テイクアウト  ○
■ デリバリー　  ×

℡ 015‒485‒2918
住 川上２－１

不定休
営 平日（月～金）11:00～19:00 土10:00-21:00
休

おすすめは３８年間変わらぬ味ナポリタン。
ピラフなどもテイクアウトできます。
お気軽にお問合せ下さい。
【おすすめ】
ロールサンド（２個）￥５００
レディーガーリックを使ったペペロンチーノ￥830
緑の大地スパゲティ￥７２０　oh,misoスパゲティ￥７２０

喫茶　ぽけっと

℡ 015‒485‒2026
住 富士４－４

火曜日
営 6/1～6/20まで 休業 18:00～24:00（通常）
休

全てのメニューで対応可能ですのでメニュー
や料金はお問合せ下さい。
お弁当は４日前のご注文でお願いします。
テイクアウトの注文は事前にお願いします。
【おすすめ】
やきそば ￥６５０　お好み焼き ￥６５０
パスタ各種 ￥６５０～　生姜焼き ￥７００　

居　仲　門

■ テイクアウト ○(要相談）

■ デリバリー　 ○(要相談）

℡ 090‒6263‒1975
住 平和１－４

不定休
営 完全予約制
休

決まったメニューはありませんがお好みの
物をご相談の上作らせていただきます。
幕の内弁当容器希望の方は容器の返却を
お願い致します。
【おすすめ】
お弁当　￥１０００
５個～１０個までのご注文でお願い致します。

Kitchen るるらん

■ テイクアウト ○(要相談）

■ デリバリー　 ○(要相談）

℡ 090‒6215‒5520
住 虹別原野 65 線 137

不定休
営 時間問わず完全予約制
休

決まったメニューはありません。
お好みの物をアレルギーなどご相談の
上作らせていただきます。

価格、内容等をお気軽にご相談下さい。
お電話お待ちしております。

暮らすこと  キナ
(市街地対応可能）

■ テイクアウト  ○
■ デリバリー     ×

■ テイクアウト  ○
■ デリバリー     ×

℡ 080‒5599‒9017
住 旭 2－4－22（サバンナビル２階）

火曜日

営 （現在）木・日ランチ12:00～20:00　
月・水・金・土17:00～20:00
アルコールは19：00まで（ラストオーダー19:20）

休

テイクアウトは当日でも２時間前までは受付
可能です。お弁当やオードブルは２日前まで
にご注文をお願いします。
【おすすめ】
ポロニの卵焼き ￥600　星空の黒牛野菜炒め ￥８５０
レディーガーリックのペペロンチーノ ￥８００

カラオケキッチン  たんぽぽ

℡ 090‒3892‒0667
住 オソツベツ 669-11

不定休
営 10：00～17：00
休

要予約。
ご要望に応じて作れますので
ぜひご相談下さい。

【おすすめ】
シフォンケーキ　￥1430
有精卵 １０個　￥６７０

ポロニ養鶏場

℡ 015‒486‒7887
住 旭４－６－１

営 11：00～14：00（現在は昼のみ営業中）
休 水曜日（第４火曜日）

【おすすめ】
（ピザ５種）ミックス、マルゲリータ、
テリヤキチキン、ミートソース、エビバジル

手づくりハンバーグ　SORA

■ テイクアウト ○(要相談）

■ デリバリー　 ×

■ テイクアウト ○
■ デリバリー　 ○(要相談）

お持ち帰りは箱代（１００円＋税）いただきます。
ご注文のタイミングによってはお料理の順番
が変わったり遅くなる場合がございます。

Cafe MＩNＴＯ（ミント）

●お問い合わせ先●
TEL 015-485-2111( 内線 254）

※新型コロナウイルス感染症の状況により営業日または営業時間に変更がある場合がございますので、まずはお店にお問い合わせください。( 上記商品は税込み価格です。）

しべちゃエール飯
メニュ一  一覧

手打ち蕎麦 味匠もり ■ テイクアウト  ○
■ デリバリー　  ×

℡ 015‒485‒3367
住 開運３－５

営

休 月曜日

土日の注文は早めにお願い致します。
そばがなくなり次第、閉店となります。
テイクアウトは２品です。
【おすすめ】
豚丼　￥８５０
天丼　￥１０００

■ テイクアウト  ○
■ デリバリー　  ×

■ テイクアウト  ○
■ デリバリー　  ×

℡ 015‒485‒1669
住 常盤８－10

営 11：00～14：00（現在は昼のみ営業中）
 6/1～6/20まで

休 日曜日

テイクアウト受け取りの時間は
ご相談ください。
スープがなくなり次第閉店となります。

【おすすめ】
餃子 (1 人前）  ￥500
チャーハン（１人前）  ￥600

寿司・オードブル・その他、料金や

配達時間などお気軽にご相談下さい。

孫 悟 空

℡ 015‒485‒3475
住 旭２－２－３

営 （現在）11:00～20:00　（通常）11:00～21:00
休 （6/1～6/20）土,日は休み （通常）日曜日

当日注文可能です。
なるべくお早めにご連絡下さい。
【おすすめ】
ピザ４種　サラミとベーコン ￥６８０  エビ ￥６８０　
イカ ￥６８０　りんご ￥６８０（デザート向き）
ポークカレー ￥６００
ミートソーススパゲティ ￥６５０

お弁当・オードブルのご注文は３日前まで
にお申し付け下さい。
ご予算に合わせておつくりします。
お弁当の宅配は個数により相談。
【おすすめ】
お弁当 ￥１０8０　
オードブル ￥５4００～ご相談下さい。

coffee  たいむ

■ テイクアウト  ○
■ デリバリー　  ○

℡ 015‒485‒2010
住 富士２－６

月曜日
営 17：00～20：00
休

お食事処  寿ゞ屋

■ テイクアウト  ○
■ デリバリー　  ×

℡ 015‒487‒2１26
住 字塘路 32－256

営（現在）10：00～18：00
休 月曜日

阿寒ポークを使った自家製ソーセージの
ソーセージカレーがおすすめです。
オードブルもご相談下さい。
【おすすめ】
ソーセージカレー ￥８８０  ポークカレー ￥６６０
カツカレー ￥８８０　チャーハン ￥６６０　
オムライス ￥８５０　生姜焼き ￥９２０（ライス付） 

ログ・キャビン ■ テイクアウト  ○
■ デリバリー　  ×

℡ 015‒487‒2405
住 ウライヤ３－１

不定休
営 11:00 ～ 18:00 
休

テイクアウトは２品です。
当日対応可能です。
事前のご注文はお早めにお願い致します。
【おすすめ】
チャーハン ￥６００　ポークカレー ￥６００
別途容器１００円いただきます。　

ドライブイン  丹頂

℡ 015‒486‒2212
住 熊牛原野10線東５－９

不定休

営 6/1 ～ 6/20 ランチのみ 11:30 ～ 15:00
（通常）11:30 ～ 21:00（LO）

休

テイクアウトは前日までにご予約をお願い
致します。配達は個数によりご相談に応じ
ます。ご連絡お待ちしています。

【おすすめ】
自家製ソーセージのピザ（容器代込み）￥1180

ビストロカフェ サングリアtwo

■ テイクアウト ○(要相談）

■ デリバリー　 ○(要相談）

℡ 015‒485‒2043
住 富士２－５

日曜日
営 ９：00～20：00
休

お弁当、オードブルなど事前にご注文下さい。
町内市街地配送もご相談下さい。

【おすすめ】
オードブル　¥3000～ 3人前～

しゃいん食堂

℡ 015‒485‒1888
住 富士３－４

日曜日
営 6/1～6/20休み　通常は19：00～24：00
休

前日昼までにご注文下さい。
オードブルのご注文もお待ちしています。

居酒屋  蘭

■ テイクアウト  ○
■ デリバリー     ○

℡ 015‒485‒2030
住 桜８－38

年中無休
営
休

当店のメニューはボリュームがあり食べ応え
があります。
オードブル・お弁当も予算に合わせて承り
ますのでお問合せ下さい。
【おすすめ】
オムライス　￥６５０

（デミグラスorケチャップ）

ホテル  テレーノ気仙
TEL 015-485-2111（内線254）

℡ 090‒6870‒5969
住 虹別原野 704－１

月・火・土・日

営

休

お弁当のご注文は３日前までに予約をお願
いします。来店時は事前にご連絡ください
ますようお願い致します。
【おすすめ】
お弁当 ￥８００～　焼き菓子タルト ￥３５０～
ドリンク ￥５００（コーヒー、ハーブティなど）

℡ 015－485－2006
住 旭 2－5－12

休 年中無休

三 楽 荘

平日（火～金）11：00～15:00　
土日11:00～19:30

■ テイクアウト  ○
■ デリバリー     ○

(個数により要相談）

■ テイクアウト  ○
■ デリバリー     ○

(町内５個以上から可）

【おすすめ】
お弁当　￥１０００
オードブルの注文も受け付け可

■ テイクアウト ○
■ デリバリー　 ○(要相談）

11:30 ～ 13:30　17:30 ～ 19:30

mila-mila cafe ■ テイクアウト  ○
■ デリバリー　  ×

水・木・金 １１：００～１６：００
（ラストオーダー15:30）

※飲食店より掲載希望のあった情報となります。　※掲載の情報は令和３年 6 月９日時点の内容となります。
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本
町
は
、
ア
イ
ヌ
語
に
由
来
す
る
地

　
　

名
、
ア
イ
ヌ
文
化
や
歴
史
に
係
る
文

化
財
は
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
後
世
に
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
先
月
、
ア
イ
ヌ
施
策

推
進
地
域
計
画
認
定
申
請
書
を
内
閣
総
理

大
臣
あ
て
に
提
出
し
た
。

　

大
き
な
課
題
と
し
て
本
町
に
係
る
不
足

す
る
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
の
整
理
、
博
物
館

に
お
け
る
ア
イ
ヌ
文
化
の
展
示
の
整
備
強

化
、
文
化
を
受
け
継
ぐ
担
い
手
の
育
成
な

ど
の
目
的
を
達
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

広
報
し
べ
ち
ゃ
６
月
号
に
掲
載
さ
れ

　
　

た
検
証
報
告
で
「
利
用
者
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
か
っ
た｣

と
あ
る
が
、

今
後
こ
れ
を
打
開
で
き
る
と
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、「
経
営
改
善
に
向
け
た
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
（
計
画
、
実
行
、
評
価
、
改
善
）
サ

イ
ク
ル
が
十
分
に
回
っ
て
い
な
か
っ
た
、

企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
如
」
と
あ
る
が
、

最
初
の
計
画
の
部
分
が
議
会
に
も
町
民
に

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
中
で
今
建
設

が
先
走
っ
て
い
る
。
反
省
に
な
っ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
計
画
に
つ
い
て
町
民

を
交
え
て
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

利
用
者
確
保
の
た
め
に
は
建
物
改
修

　
　

や
メ
ニ
ュ
ー
開
発
だ
け
で
は
な
く

て
、
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も

必
要
で
あ
り
、
年
間
を
通
じ
た
集
客
が
図

れ
る
よ
う
指
定
管
理
者
と
協
議
し
な
が
ら

努
力
し
て
い
く
。

　

計
画
が
示
さ
れ
ず
に
進
ん
で
い
る
と
の

指
摘
だ
が
、
町
は
経
営
に
は
参
加
せ
ず
公

設
民
営
に
よ
り
運
営
を
行
う
。
施
設
の
設

置
者
と
し
て
、
指
定
管
理
者
を
監
査
指
導

す
る
際
に
健
全
な
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
保

た
れ
て
い
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
な
ど
、

今
回
の
検
証
を
活
か
す
方
法
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
12
月
、
厚

　
　
　
　
　
　
　
　

生
文
教
委
員
会
に
よ

　
　
　
　
　
　

る
「
や
す
ら
ぎ
園
の
今
後

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
」
の
調
査
結
果

　
　
　
　
　
　

に
よ
れ
ば
、
町
立
病
院
内

　
　
　
　
　
　

に
「
介
護
医
療
院
」
を
開

　
　
　
　
　
　

設
し
20
名
を
収
容
。
特
養

　
　
　
　
　
　

の
定
員
を
50
名
と
し
、
空

　
　
　
　
　
　

い
た
ス
ペ
ー
ス
を
ケ
ア
ハ

　
　
　
　
　
　

ウ
ス
と
し
て
使
用
し
、
主

　
　
　
　
　
　

に
駒
ヶ
丘
荘
の
入
居
者
30

　
　
　
　
　
　

名
程
度
を
収
容
す
る
。
こ

　
　
　
　
　
　

れ
ら
に
よ
っ
て
、
や
す
ら

　
　
　
　
　
　

ぎ
園
の
定
員
１
０
０
名
に

　
　
　
　
　
　

対
応
す
る
と
い
う
町
の
構

　
　
　
　
　
　

想
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

更
に
老
朽
化
の
著
し
い
駒

　
　
　
　
　
　

ヶ
丘
荘
を
解
体
す
る
と
し

　
　
　
　
　
　

て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　

し
か
し
、
令
和
３
年
４

　
　
　
　
　
　

月
に
発
効
し
た
「
第
８
期

　
　
　
　
　
　

介
護
保
険
事
業
計
画
」
と

　
　
　
　
　
　
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

に
こ
れ
ら
の
構
想
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

の
は
何
故
か
。
ま
た
、
解
体
す
る
は
ず
の

駒
ヶ
丘
荘
改
修
費
約
１
，
３
０
０
万
円
が

今
議
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る
点
も
構
想
と

矛
盾
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
来
た

各
施
設
の
劣
化
、
介
護
職
員
不
足
に
よ
る

大
幅
な
定
員
割
れ
は
現
在
も
変
わ
っ
て
お

ら
ず
、
町
民
は
老
後
に
大
き
な
不
安
を
抱

い
て
い
る
。
早
急
に
解
消
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

問 答

駒ヶ丘荘

問

一般質問

標
茶
町
観
光
開
発
公
社
の

検
証
報
告
は
、
今
後
に
活

か
さ
れ
る
か

深
見　
　

迪
議
員

答

やすらぎ園と駒ヶ丘荘の将来像を早急に示すべき 類瀬  光信    
議員

町　長 　施設人員確保等将来構想を見直す

やすらぎ園
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や
す
ら
ぎ
園
の
今
後
に
つ
い
て
定
員

　
　

の
減
少
・
町
立
病
院
内
に
ケ
ア
ハ
ウ

ス
や
介
護
医
療
院
の
開
設
な
ど
、
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
盛
り
込
む
べ
く
検

討
を
進
め
て
き
た
が
、
専
門
職
の
確
保
・

勤
務
体
制
の
確
立
・
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
、
現
時
点
で
は
開
設
は
難
し
い
と
の
判

断
に
至
っ
た
。

　

一
度
頭
出
し
を
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

第
８
期
介
護
保
険
計
画
の
中
に
折
り
込
む

こ
と
で
、
介
護
保
険
料
等
々
に
影
響
が
出

る
た
め
載
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

介
護
員
・
看
護
職
員
の
配
置
基
準
が
あ

る
。
３
人
に
１
人
と
い
う
基
準
で
あ
り
、

介
護
員
が
不
足
し
て
い
る
。
待
遇
改
善
、

福
利
厚
生
の
部
分
を
含
め
て
会
計
年
度
任

用
職
員
で
の
募
集
を
し
て
い
る
が
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
手
立

て
を
含
め
て
方
策
を
講
じ
て
い
く
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
町
民
の
老
後
を
考
え
た

場
合
、
そ
の
構
想
を
確
立
し
て
、
具
体
的

な
計
画
に
進
ん
で
い
く
と
認
識
し
て
お

り
、
そ
こ
に
向
け
努
力
し
た
い
。

　
　

混
乱
を
極
め
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
初

　
　

回
の
予
約
状
況
に
つ
い
て
、
全
員
協

議
会
の
中
で
本
町
の
状
況
を
指
摘
し
た
。

２
回
目
の
予
約
も
混
乱
し
た
が
、
問
題
点

等
を
ど
う
検
証
し
た
の
か
。
高
齢
者
を
は

じ
め
ネ
ッ
ト
利
用
に
難
が
あ
る
人
は
少
な

く
な
い
。
既
存
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
梃
入
れ
し
て

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
新
設
さ
れ
た
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
す
る
担
当
係
は
、
今
回
の
よ

う
な
場
面
に
こ
そ
活
か
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

委
託
業
者
に
お
願
い
し
、
コ
ー
ル
セ

　
　

ン
タ
ー
の
受
け
口
回
線
の
増
強
や

サ
ー
バ
ー
の
増
強
対
策
の
実
施
、
町
と
し

て
も
受
け
口
回
線
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
化

を
６
月
１
日
よ
り
実
施
。
高
齢
者
へ
の
接

種
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　

高
齢
者
に
関
し
て
は
、
電
話
予
約
が
主

体
に
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、
65
歳
以
上

で
も
ス
マ
ホ
操
作
が
で
き
、
一
定
程
度
の

予
約
は
あ
る
と
見
込
ん
だ
中
進
め
て
き

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
感
染
症
は
国
民
生

　
　
　
　
　
　

活
や
経
済
へ
の
深
刻
な
影

　
　
　
　
　
　

響
与
え
て
い
る
。
本
来
、

　
　
　
　
　
　

国
の
責
任
で
実
施
す
べ
き

　
　
　
　
　
　

事
項
だ
が
、
感
染
症
防
止

　
　
　
　
　
　

を
最
優
先
に
町
民
の
命
と

　
　
　
　
　
　

暮
ら
し
を
守
る
立
場
か
ら

　
　
　
　
　
　

町
と
し
て
万
全
の
感
染
症

　
　
　
　
　
　

予
防
対
策
を
講
ず
る
べ
き

　
　
　
　
　
　

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　

医
療
、
介
護
、
保
育
、
幼

　
　
　
　
　
　

児
教
育
、
町
の
業
務
に
従

　
　
　
　
　
　

事
す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

　
　
　
　
　
　

ワ
ー
カ
ー
に
は
、
希
望
者

　
　
　
　
　
　

に
定
期
的
に
無
料
で
Ｐ
Ｃ

　
　
　
　
　
　

Ｒ
検
査
を
行
う
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

感
染
者
が
発
生
し
た
場

　
　
　
　
　
　

合
に
は
濃
厚
接
触
者
だ
け

　
　
　
　
　
　

で
は
な
く
、
感
染
者
の
周

　
　
　
　
　
　

辺
を
よ
り
広
く
無
料
で
検

　
　
　
　
　
　

査
を
す
る
こ
と
。
国
に
対

　
　
　
　
　
　

し
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
慰
労
金
の
再
支
給
や
対
象
拡
大
、

雇
用
や
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
雇
用
調
整

助
成
金
の
特
別
措
置
の
延
長
、
失
業
手
当

の
拡
充
、
休
業
支
援
金
の
拡
充
、
休
業
要

請
に
応
じ
た
場
合
の
経
済
支
援
、
持
続
化

給
付
金
の
再
給
付
を
求
め
て
い
く
こ
と
。

　

感
染
者
に
係
る
い
じ
め
や
差
別
、
誹
謗

中
傷
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
等
を
講
じ
て
い

る
の
か
。
生
活
困
窮
者
や
学
生
に
対
し
て

新
た
な
給
付
を
含
め
十
分
な
支
援
を
。

　
　

釧
路
管
内
の
行
政
検
査
以
外
に
自
主

　
　

的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
る
医

療
機
関
は
釧
路
市
内
１
ヶ
所
で
物
理
的
に

定
期
的
な
検
査
は
困
難
で
あ
る
。

　

患
者
が
確
定
さ
れ
た
場
合
は
道
に
よ
る

疫
学
調
査
の
結
果
を
重
視
し
て
い
き
、
そ

れ
と
別
な
行
動
を
と
る
こ
と
は
逆
に
混
乱

を
招
く
状
況
に
な
る
と
判
断
す
る
。
国
な

ど
へ
慰
労
金
の
再
支
給
や
範
囲
の
拡
大
に

つ
い
て
は
必
要
性
を
判
断
し
要
望
し
て
い

き
た
い
。
国
に
お
け
る
制
度
の
延
長
や
拡

充
、
再
支
給
に
つ
い
て
は
、
現
在
運
用
さ

れ
て
い
る
制
度
と
今
後
の
状
況
を
判
断
し

必
要
に
応
じ
て
要
望
す
る
。

　

い
じ
め
、
差
別
、
誹
謗
中
傷
防
止
措
置

は
広
報
紙
に
掲
載
し
冷
静
な
対
応
を
お
願

い
し
て
い
る
。
学
校
に
対
し
児
童
生
徒
へ

の
指
導
を
繰
り
返
し
徹
底
し
家
庭
に
対
し

て
も
文
書
等
を
通
じ
て
お
願
い
し
て
い

る
。

　

生
活
困
窮
者
に
対
し
て
は
現
行
制
度
の

活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

エッセンシャルワーカーにＰＣＲ検査を無料でするべきでは 鈴木  裕美    
議員

町　長 　関係機関と連携を図っていく
問

答

一般質問

答

デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
対
応

を
急
ぐ
べ
き

類
瀬　

光
信
議
員

問答
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総括質疑
　
　

町
は
シ
ル
バ
ー
人
材
の
活
用
・
高
齢

　
　

者
の
働
く
場
の
確
保
を
目
的
と
し
て

高
齢
者
事
業
団
と
工
事
作
業
を
随
意
契
約

し
て
い
る
。
地
方
自
治
体
が
民
間
事
業
者

と
契
約
を
結
ぶ
場
合
は
競
争
入
札
が
原
則

だ
が
、
目
的
が
競
争
入
札
に
適
し
な
い
場

合
と
し
て
随
意
契
約
と
し
て
い
る
。

　

あ
る
団
員
か
ら
「
高
齢
者
事
業
団
の
幹

部
と
政
党
の
方
が
来
訪
し
政
党
機
関
誌
の

購
読
を
求
め
ら
れ
た
が
断
っ
た
の
で
仕
事

が
無
く
な
る
の
で
は
？
」
と
友
人
に
対
し

て
相
談
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
誰
も
が
感
じ

る
と
思
う
が
、
こ
れ
は
高
齢
者
事
業
団
が

契
約
事
業
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
団
員
に
対

す
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
り
、
そ

れ
を
利
用
し
て
政
党
機
関
誌
の
購
読
を
求

め
て
い
る
、
非
常
に
重
大
な
問
題
で
は
な

い
か
。

　

町
と
し
て
高
齢
者
事
業
団
で
の
同
様
の

実
態
調
査
を
求
め
る
と
と
も
に
、
結
果
に

よ
っ
て
は
随
意
契
約
に
新
た
な
対
応
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　

町
は
発
注
者
の
立
場
と
し
て
、
ど
こ

　
　

ま
で
関
与
し
て
い
い
も
の
か
と
難
し

い
判
断
で
は
あ
る
が
、
発
注
者
と
し
て
の

道
義
的
責
任
を
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

発
注
者
と
し
て
実
態
を
把
握
し
、
し
か

る
べ
き
対
応
を
取
っ
て
い
く
。

　
　

広
報
６
月
号
に
町
観
光
開
発
公
社
の

　
　

検
証
報
告
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
６
点

に
つ
い
て
聞
く
。

①
利
用
者
増
の
兆
し
あ
り
の
要
因
は
な
ん

　

と
分
析
し
、ど
う
推
進
強
化
し
た
の
か
。

②
復
興
割
に
期
待
し
て
い
た
の
か
。

③
当
初
か
ら
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
設
定
し
た

　

運
営
等
々
は
、
施
設
の
設
置
目
的
を
果

　

た
す
努
力
は
当
た
り
前
で
は
な
い
か
。

④
平
成
29
年
作
成
の
長
期
改
善
計
画
初
年

　

度
の
結
果
で
、
破
産
申
請
を
選
択
し
た

　

こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
と
の
検
証
結

　

果
か
。

⑤
経
営
難
の
際
の
決
め
事
が
必
要
だ
っ
た

　

と
検
証
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
そ
れ
を

　

明
確
に
し
て
改
修
工
事
を
提
案
す
る

　

か
。

⑥
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
如
と
は
具
体
的

　

に
何
が
問
題
だ
っ
た
の
か
。

　
　

①
胆
振
東
部
地
震
以
前
の
客
足
が
徐

　
　

々
に
回
復
し
、
団
体
客
も
見
込
め
る

　

状
況
で
あ
っ
た
。

②
売
り
上
げ
の
追
い
風
に
な
っ
た
と
は
言

　

い
難
い
。

③
建
設
当
初
の
理
念
か
ら
複
合
的
な
目
標

　

が
あ
り
、
町
内
・
町
外
問
わ
ず
利
用
促

　

進
の
た
め
最
大
限
の
努
力
が
図
ら
れ
て

　

い
た
。

④
平
成
20
年
の
経
営
内
容
を
も
と
に
経
営

　

が
軌
道
に
乗
る
よ
う
努
め
た
が
、
結
果

　

的
に
経
営
を
継
続
す
る
に
は
困
難
な
状

　

況
で
あ
っ
た
。

⑤
長
年
に
わ
た
る
経
営
の
中
で
は
様
々
な

　

課
題
が
あ
っ
た
が
、
様
々
な
選
択
肢
を

　

揃
え
対
応
し
て
い
き
た
い
。

⑥
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
な
ど
が
ビ
ジ
ネ
ス

　

モ
デ
ル
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、

　

そ
れ
も
含
め
経
営
陣
・
現
場
サ
イ
ド
で

　

で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

　

と
考
え
る
。

問

答

熊
谷　

善
行
議
員

予
算
審
査
特
別
委
員
会

総　

括　

質　

疑

総　

括　

質　

疑

「
町
と
高
齢
者
事
業
団
の
随
意
契

約
に
関
し
調
査
を
」

鈴
木　

裕
美
議
員

「
憩
の
家
か
や
沼
破
綻
に
至
る
検

証
に
つ
い
て
」

問

答

空撮による憩の家かや沼
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国
立
公
園
に
お
け
る
問
題
点
と
て
、

　
　
「
西
別
岳
の
コ
マ
ク
サ
」「
茅
沼
で
温

泉
排
水
路
付
近
の
樹
木
が
枯
死
」「
茅
沼

の
テ
ラ
ピ
ア
自
然
繁
殖
」「
茅
沼
の
ア
ラ

イ
グ
マ
の
農
業
、漁
業
被
害
」
等
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
湿
原
の
生
態
系
を
脅
か
す
可
能

性
が
あ
り
実
態
を
確
認
し
、
早
急
に
対
策

を
講
じ
る
べ
き
だ
。　

　

ま
た
、
購
入
し
た
サ
ル
ボ
一
帯
の
管
理

方
法
は
ど
う
な
る
か
。
塘
路
湖
の
水
質
改

善
に
自
然
再
生
事
業
を
活
用
で
き
な
い

か
。

　
　

西
別
岳
の
管
理
者
よ
り
常
に
実
態
報

　
　

告
を
受
け
て
い
る
が
外
来
種
コ
マ
ク

サ
の
報
告
は
な
い
、
今
後
と
も
注
視
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
く
。
湿
原
公
園
内
の
樹

木
の
枯
死
、
テ
ラ
ピ
ア
自
然
繁
殖
等
、
環

境
省
と
協
議
し
実
態
の
確
認
を
進
め
る
。

ア
ラ
イ
グ
マ
に
つ
い
て
は
平
成
25
年
か
ら

令
和
元
年
ま
で
釧
路
根
室
地
方
で
の
生
息

実
態
の
報
告
は
な
い
。
ワ
カ
サ
ギ
の
漁
獲

減
は
具
体
的
に
漁
協
よ
り
報
告
は
な
い

が
、
協
議
を
進
め
る
。
町
有
林
ヘ
の
入
山

規
制
は
し
て
い
な
い
。

　
　

農
業
振
興
費
で
広
域
連
携
ブ
ラ
ン
ド

　
　

化
推
進
事
業
と
し
て
60
万
円
が
予
算

化
さ
れ
た
。
釧
路
町
と
合
同
の
取
り
組
み

と
聞
く
が
、
取
り
組
み
に
至
っ
た
経
過
と

事
業
内
容
、
最
終
的
な
方
向
性
を
伺
う
。

　
　

北
海
道
イ
キ
イ
キ
事
業
を
活
用
し
両

　
　

町
の
地
場
産
品
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、

将
来
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
商
品
へ
の
テ
ス
ト
期

間
も
含
め
、
３
年
く
ら
い
を
目
途
に
事
業

推
進
補
助
を
し
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お

　
　

け
る
非
常
事
態
宣
言
に
よ
り
、
町
内

中
学
校
３
校
の
修
学
旅
行
が
延
期
の
処
置

が
と
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
い
キ
ャ
ン
セ
ル
料

が
予
算
化
さ
れ
た
。
今
後
、
実
施
時
期
は

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。
生
徒
の
心
情
を
考

え
確
実
に
実
施
で
き
る
よ
う
教
育
委
員
会

と
し
て
万
全
な
対
策
を
取
る
こ
と
を
望
む

が
い
か
が
か
。

　
　

５
月
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　

感
染
症
拡
大
に
よ
り
町
内
小
中
学
校

の
修
学
旅
行
が
す
べ
て
延
期
も
し
く
は
中

止
と
学
校
内
判
断
さ
れ
て
い
る
。
今
後
と

も
情
報
提
供
は
も
と
よ
り
実
施
す
る
各
校

に
は
出
来
る
支
援
を
続
け
て
い
く
。

問

答

「
修
学
旅
行
の
確
実
な
実
施
を
」

類
瀬　

光
信
議
員

「
国
立
公
園
内
の
外
来
種
、
移
入

種
、
環
境
変
化
の
実
態
は
」

問

答

問答

総括質疑

松
下　

哲
也
議
員

「
広
域
連
携
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事

業
の
経
過
と
内
容
は
」

+
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臨時会

（
４
（
４
月月
2222
日
）
日
）

令
和
三
年

令
和
三
年 

第
二
回
臨
時
会

第
二
回
臨
時
会

令
和
三
年
第
二
回
臨
時
会

（５月11日）（５月11日）（５月11日）

報
告
第
３
号　

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　　

標
茶
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

報
告
第
４
号　

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　

標
茶
町
固
定
資
産
評
価
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

報
告
第
５
号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　

標
茶
町
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

報
告
第
６
号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

　

標
茶
町
工
業
等
開
発
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
38
号　

農
業
用
機
械
の
取
得
に
つ
い
て

　

農
業
用
機
械
の
名
称
及
び
数
量　

ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
ー　

１
台

　

規
格
及
び
型
式　

ク
ー
ン　

Ｖ
Ｂ
３
１
６
５
０
Ｃ
Ｎ

　

取
得
価
格　

６
５
５
万
６
千
円

　

取
得
の
相
手
方　

日
本
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン

ド
株
式
会
社

議
案
第
39
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

契
約
の
目
的　

　

標
茶
町
育
成
牧
場
バ
ン
カ
ー
サ
イ
ロ
建

設
工
事

　

契
約
金
額　

１
億
１
，
１
６
５
万
円

　

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社　

後
藤
組

【
条
例
の
一
部
改
正
】

議
員
提
案
第
１
号　

標
茶
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

常
任
委
員
会
に
広
報
委
員
会
が
加
わ
り

ま
し
た
。

標茶町一般会計補正予算

【補正予算】

標茶町介護保険事業
　　　　特別会計補正予算

121億5,467万8千円
　（1,764万6千円を追加）

６億1,555万2千円
　（540万6千円を追加）

令和3年度

令和3年度
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意意

見見

書書

◆ ◆ ◆ ◆  令和３年 第２回定例会賛否一覧 ◆ ◆ ◆ ◆

※これ以外の議案等は全員一致です。

議案第 48 号
標茶町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定について

意見書案第６号
保健師等の大幅増員・保健所機能の
抜本的強化を求める意見書

意見書案第７号
地域医療構想を見直し、実情に応じ
た医療体制の確立を求める意見書

意見書案第８号
国民健康保険税（料）のさらなる負
担軽減を意見書

議　員　名

議案等の内容

結　
　
　

果

原案可決

原案否決

原案否決

原案否決

○ 賛成　× 反対　退 退席　欠 欠席　（議長は、可否同数以外の採決には加わりません。）

× ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

◯ ◯ × × × ○ ◯ 　 × × ×

○ × × ○ × ○ ○ 　 × × ×

○ × × × × ○ ○ 　 × × ×

菊
地　

誠
道

後
藤　
　

勲

鴻
池　

智
子

黒
沼　

俊
幸

本
多　

耕
平

深
見　
　

迪

鈴
木　

裕
美

熊
谷　

善
行

松
下　

哲
也

長
尾　

式
宮

類
瀬　

光
信

渡
邊　

定
之

欠

欠

欠

賛否一覧・意見書

　

次
の
５
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
、
２
件
が
可
決
、
３
件
が
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

◆
意
見
書
案
第
６
号
（
否
決
）

保
健
師
等
の
大
幅
増
員
、
保
健
所
機
能
の

抜
本
的
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

保
健
所
体
制
の
脆
弱
さ
が
社
会
問
題

に
な
る
中
、
現
瞬
間
の
コ
ロ
ナ
対
策
、
今

後
の
感
染
症
拡
大
や
災
害
を
想
定
し
、
備

え
の
で
き
る
保
健
師
等
の
増
員
、
保
健
所

機
能
の
強
化
を
図
る
よ
う
に
強
く
求
め
る
。

◆
意
見
書
案
第
７
号
（
否
決
）

地
域
医
療
構
想
を
見
直
し
、
実
情
に
応
じ

た
医
療
体
制
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

　

自
治
体
及
び
医
療
関
係
者
の
声
を
率
直

に
受
け
止
め
、
実
情
に
応
じ
た
医
療
体
制

の
確
立
を
求
め
る
。

◆
意
見
書
案
第
８
号
（
否
決
）

国
民
健
康
保
険
税
（
料
）
の
さ
ら
な
る
負

担
軽
減
を
求
め
る
意
見
書

　

18
歳
ま
で
の
均
等
割
り
保
険
料
の
軽
減

措
置
、
国
保
の
構
造
問
題
を
解
決
す
る
た

め
１
兆
円
の
公
的
投
入
を
求
め
る
。　

◆
意
見
書
案
第
９
号
（
可
決
）

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負
担

率
２
分
の
１
へ
の
復
元
、「
30
人
以
下
学

級
」
の
実
現
な
ど
教
育
予
算
確
保
・
拡
充

と
就
学
保
障
を
求
め
る
意
見
書

　

義
務
教
育
費
の
無
償
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
、
当
面
負
担
率
２
分

の
１
へ
の
復
元
等
、
早
急
に
実
効
性
の
あ

る
教
育
予
算
の
確
保
・
充
実
、
就
学
保
障

の
充
実
を
求
め
る
。

◆
意
見
書
案
第
10
号
（
可
決
）

２
０
２
１
年
度
最
低
賃
金
改
正
等
に
関
す

る
意
見
書

　

よ
り
早
期
に
全
国
加
重
平
均
が
１
，

０
０
０
円
に
な
る
事
と
同
時
に
、
中
小
企

業
に
対
す
る
支
援
の
充
実
と
安
定
し
た

経
営
を
可
能
と
す
る
対
策
を
図
る
こ
と

を
求
め
る
。
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令和３年８月１日　発行

集

記

編

後

第
二
回
定
例
会

議
会
日
誌
か
ら

　

５
月
に
開
会
さ
れ
た
令
和
３
年
度
第
３
回

臨
時
会
に
お
い
て
、
今
ま
で
特
別
委
員
会
で

あ
っ
た
広
報
委
員
会
が
、
条
例
改
正
に
よ
り

常
任
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月

の
第
２
回
定
例
会
で
は
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が

決
定
し
、
委
員
長
・
副
委
員
長
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
の
範

囲
が
広
が
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
町
民
の
皆
様
に
読
み
や
す
く
、
わ
か
り

や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
相
談

し
な
が
ら
新
た
な
取
り
組
み
に
も
挑
戦
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の

皆
様
に
は
益
々
町
政
・
議
会
に
関
心
を
寄
せ

て
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
（
長
尾　

式
宮
）

標茶町議会アドレス　 http://www.town.shibecha.hokkaido.jp/gikai/

ー 多和平の羊たち ー

五
月
七
日

五
月
十
一
日

五
月
十
一
日

五
月
十
一
日

五
月
十
一
日

五
月
十
一
日

五
月
二
十
四
日

六
月
一
日

六
月
四
日

六
月
八
日

　
　
　

〜
九
日

六
月
八
日

六
月
八
日

六
月
八
日

六
月
二
十
八
日

七
月
九
日

七
月
十
三
日

議
会
運
営
委
員
会

第
３
回
臨
時
会

総
務
経
済
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

総
務
経
済
委
員
会
請
願
審
査

総
務
経
済
委
員
会
請
願
審
査

議
会
運
営
委
員
会

第
２
回
定
例
会

議
会
運
営
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会

広
報
委
員
会

広
報
委
員
会

広
報
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

長
尾　

式
宮

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

渡
邊　

定
之

　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

本
多　

耕
平

　
　
　
　
　

　
　
〃　
　
　
熊
谷　

善
行

　
　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
松
下　

哲
也

　
　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
鴻
池　

智
子


